
令
和
二
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
一
号

原
子
力
規
制
検
査
等
に
関
す
る
規
則

原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
十
五
号
）
の
一
部
の
施
行
及
び
原
子
力
利
用
に
お
け
る

安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
令
和
元
年
政
令
第
百
五
十
五

号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
六
十
一
条
の
二
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子

炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
原
子
力
規
制
検
査
等
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
定
義
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
及
び
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
以
下

「
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
法
第
六
十
一
条
の
二
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
過
去
の
評
定
の
結
果
等
の
勘
案
）

第
二
条
　
原
子
力
規
制
検
査
は
、
過
去
の
法
第
六
十
一
条
の
二
の
二
第
七
項
の
評
定
の
結
果
、
原
子
力
事
業
者
等
又
は
核
原
料
物
質
を
使
用
す
る
者
の
保
安
及
び
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
の
た
め
の
業
務
に
係
る
活
動
（
以
下
「
安
全

活
動
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
そ
の
目
的
の
達
成
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
法
第
六
十
一
条
の
二
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
）

第
三
条
　
原
子
力
規
制
検
査
は
、
法
第
六
十
一
条
の
二
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
全
般
に
つ
い
て
、
原
子
力
施
設
等
の
種
類
、
規
模
、
状
態
そ
の
他
の
原
子
力
施
設
等
の
安
全
上
の
特
性
に
応
じ
て
通
常
要
す
べ
き
標
準
的
な

程
度
に
お
い
て
、
年
間
を
通
じ
て
行
う
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
使
用
施
設
等
（
令
第
四
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
核
燃
料
物
質
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
お
け
る
検
査
（
法
第
六
十
一
条
の
二
の
二
第
一
項
第
三
号
ロ
の
う
ち

法
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
核
物
質
防
護
規
定
（
同
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
可
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
）
に
従
っ
て
講
ず
べ
き
措
置
の
実
施
状
況
並
び
に
法
第
六
十
一
条
の
二
の
二
第
一
項

第
四
号
イ
の
う
ち
法
第
五
十
六
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
防
護
措
置
及
び
同
号
ハ
の
う
ち
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
の
た
め
に
必
要
な
措
置
の
実
施
状
況
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
核
原
料
物
質
の
使
用
に
係
る
施
設
に
お
け
る

検
査
は
、
十
年
に
一
回
行
え
ば
足
り
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
劣
化
が
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
追
加
の
検
査
（
次
項
及
び
第
七
条
に
お
い
て
「
追
加
検
査
」
と
い
う
。
）
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
原
子
力
事
業
者
等
又
は
核
原
料
物
質
を
使
用
す
る
者
が
行
う
安
全
活
動
に
お
け
る
軽
微
な
劣
化

二
　
原
子
力
事
業
者
等
又
は
核
原
料
物
質
を
使
用
す
る
者
が
行
う
安
全
活
動
に
お
け
る
劣
化
（
前
号
及
び
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

三
　
原
子
力
事
業
者
等
又
は
核
原
料
物
質
を
使
用
す
る
者
が
行
う
安
全
活
動
に
お
け
る
長
期
間
に
わ
た
る
又
は
重
大
な
劣
化

３
　
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
追
加
検
査
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
原
子
力
事
業
者
等
又
は
核
原
料
物
質
を
使
用
す
る
者
に
対
し
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
の
結
果
並
び
に
前
項
各
号
に
掲
げ
る
認
め
ら
れ
た
劣

化
に
係
る
追
加
検
査
の
区
分
及
び
検
査
事
項
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
報
告
す
べ
き
事
項
及
び
期
限
を
示
し
て
、
安
全
活
動
の
改
善
状
況
に
係
る
報
告
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

４
　
前
項
の
通
知
を
受
け
た
者
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
対
し
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
示
さ
れ
た
事
項
を
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
示
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
原
子
力
規
制
検
査
を
行
う
職
員
の
権
限
）

第
四
条
　
法
第
六
十
一
条
の
二
の
二
第
三
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
項
は
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
事
務
所
又
は
工
場
若
し
く
は
事
業
所
へ
の
立
入
り

二
　
帳
簿
、
書
類
、
設
備
、
機
器
そ
の
他
必
要
な
物
件
の
検
査

三
　
従
業
者
そ
の
他
関
係
者
に
対
す
る
質
問

四
　
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
そ
の
他
の
必
要
な
試
料
の
提
出
（
試
験
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
の
量
に
限
る
。
）
を
さ
せ
る
こ
と
。

（
安
全
実
績
指
標
の
報
告
）

第
五
条
　
原
子
力
事
業
者
等
（
使
用
者
（
旧
使
用
者
等
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
っ
て
は
、
令
第
四
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
核
燃
料
物
質
又
は
防
護
対
象
特
定
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
は
、

工
場
又
は
事
業
所
ご
と
に
、
四
半
期
（
各
年
の
一
月
か
ら
三
月
ま
で
、
四
月
か
ら
六
月
ま
で
、
七
月
か
ら
九
月
ま
で
及
び
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
各
期
間
を
い
う
。
）
に
お
け
る
当
該
工
場
又
は
事
業
所
の
安
全
活
動
に
係
る
実
績
を

示
す
指
標
（
以
下
「
安
全
実
績
指
標
」
と
い
う
。
）
を
、
次
に
掲
げ
る
領
域
の
区
分
に
従
い
、
当
該
四
半
期
の
終
了
後
四
十
五
日
以
内
に
原
子
力
規
制
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ

い
て
は
、
各
年
度
に
お
け
る
安
全
実
績
指
標
を
、
当
該
年
度
の
終
了
後
四
十
五
日
以
内
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
及
び
運
転
に
関
す
る
領
域
（
実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

二
　
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
も
の
（
別
表
に
お
い
て
「
核
燃
料
物
質
等
」
と
い
う
。
）
の
運
搬
、
貯
蔵
及
び
廃
棄
に
関
す
る
領
域
（
使
用
者
に
あ
っ
て
は
、
令
第
四
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
核
燃
料
物
質

の
取
扱
い
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

三
　
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
に
関
す
る
領
域
（
防
護
対
象
特
定
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

（
身
分
を
示
す
証
明
書
）

第
六
条
　
法
第
六
十
一
条
の
二
の
二
第
四
項
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
一
に
よ
る
も
の
と
し
、
法
第
六
十
八
条
第
五
項
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
二
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
原
子
力
規
制
検
査
に
係
る
手
数
料
の
額
）

第
七
条
　
令
第
六
十
五
条
第
二
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
額
は
、
各
年
度
（
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
検
査
に
あ
っ
て
は
、
十
年
）
に
つ
き
、
別
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下

欄
に
定
め
る
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
追
加
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
追
加
検
査
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
第
三
条
第
二
項
第
一
号
に
係
る
追
加
検
査
　
二
十
二
万
五
千
六
百
円

二
　
第
三
条
第
二
項
第
二
号
に
係
る
追
加
検
査
　
九
十
六
万
九
千
円

1



三
　
第
三
条
第
二
項
第
三
号
に
係
る
追
加
検
査
　
九
百
四
十
一
万
千
四
百
円

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
次
項
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
規
定
の
施

行
の
日
（
令
和
二
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
に
改
正
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
一
第
一
項
の
検
査
又
は
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
三
第
三
項
の
審
査
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
検
査
等
」
と
い
う
。
）

に
係
る
原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政

令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
令
別
表
第
一
の
三
十
三
の
項
イ
又
は
三
十
六
の
項
に
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
付
し
た
者
が
、
原
子
力
規
制
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
（
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
当
該
検
査
等
に
着
手

し
、
又
は
こ
れ
を
終
了
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）
に
は
、
改
正
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
手
数
料
の
額
は
、
別
表
に
定
め
る
額
か
ら
既
に
納
付
し
た
額
を
控
除
し
た
額

と
す
る
。

別
表
（
第
七
条
関
係
）

番号

区
分

金
額

一

製
錬
施
設

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

三
万
三
千
三
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第
十
二
条
の
六
第
二
項
の

認
可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。
）

百
十
七
万
五
千
円

法
第
十
二
条
の
六
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の

十
四
万
九
千
二
百
円

二

加
工
施
設

（
一
）
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
若
し
く
は
そ
の
化
合
物
又
は
こ
れ
ら
の
物
質
の
一
若
し
く
は
二
以
上
を
含

む
物
質
の
い
ず
れ
か
の
物
質
の
取
扱
い
を
行
う
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

十
一
万
六
千
七
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第
二
十
二
条
の
八
第
二
項

の
認
可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。
）

三
百
九
十
九
万
五
千

八
百
円

法
第
二
十
二
条
の
八
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の

四
十
万
五
千
六
百
円

（
二
）
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物
並
び
に
こ
れ
ら
の
物
質
の
一
又
は
二
以
上
を
含
む
物
質

の
い
ず
れ
も
取
扱
い
を
行
わ
な
い
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

八
万
三
千
三
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第
二
十
二
条
の
八
第
二
項

の
認
可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。
）

二
百
八
十
六
万
二
千

七
百
円

法
第
二
十
二
条
の
八
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の

三
十
二
万
二
千
二
百

円

三

試
験
研
究
用
等

原
子
炉
施
設

（
一
）
熱
出
力
が
五
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
に
係
る
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

一
万
六
千
七
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第

二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。
）

原
子
炉
一
基
に
つ
き

六
十
二
万
二
千
百
円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
全
て
の
核
燃
料
物
質

を
工
場
又
は
事
業
所
（
原
子
力
船
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
搬
出
し

て
い
な
い
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

三
十
二
万
三
千
円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
全
て
の
核
燃
料
物
質

を
工
場
又
は
事
業
所
か
ら
搬
出
し
た
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

十
万
七
千
七
百
円

（
二
）
熱
出
力
が
五
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
（
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る

原
子
炉
等
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
五
年
原
子
力
規
制
委

員
会
規
則
第
二
十
一
号
）
第
四
十
条
及
び
第
五
十
三
条
（
同
規
則
第
六
十
一
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
な
い
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

三
万
三
千
五
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第

二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。
）

原
子
炉
一
基
に
つ
き

百
十
七
万
八
千
三
百

円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
全
て
の
核
燃
料
物
質

を
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
炉
心
か
ら
取
り
出
し
て
い
な
い
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

百
十
七
万
八
千
三
百

円

2



法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
全
て
の
核
燃
料
物
質

を
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
炉
心
か
ら
取
り
出
し
た
も
の
（
全
て
の
核
燃
料
物
質
を
工
場
又

は
事
業
所
か
ら
搬
出
し
た
も
の
を
除
く
。
）

原
子
炉
一
基
に
つ
き

六
十
二
万
二
千
百
円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
全
て
の
核
燃
料
物
質

を
工
場
又
は
事
業
所
か
ら
搬
出
し
た
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

十
四
万
九
千
五
百
円

（
三
）
熱
出
力
が
五
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
（
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る

原
子
炉
等
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
第
四
十
条
及
び
第
五
十
三
条
（
同

規
則
第
六
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ

る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

八
万
三
千
七
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第

二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。
）

原
子
炉
一
基
に
つ
き

二
百
八
十
七
万
九
百

円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
全
て
の
核
燃
料
物
質

を
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
炉
心
か
ら
取
り
出
し
て
い
な
い
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

二
百
八
十
七
万
九
百

円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
全
て
の
核
燃
料
物
質

を
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
炉
心
か
ら
取
り
出
し
た
も
の
（
全
て
の
核
燃
料
物
質
を
工
場
又

は
事
業
所
か
ら
搬
出
し
た
も
の
を
除
く
。
）

原
子
炉
一
基
に
つ
き

百
五
十
七
万
六
千
百

円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
全
て
の
核
燃
料
物
質

を
工
場
又
は
事
業
所
か
ら
搬
出
し
た
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

三
十
二
万
三
千
円

四

発
電
用
原
子
炉

施
設

（
一
）
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

十
六
万
九
千
五
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十

四
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。
）

原
子
炉
一
基
に
つ
き

五
百
六
十
八
万
三
千

五
百
円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
全
て
の
核
燃
料

物
質
を
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
の
炉
心
か
ら
取
り
出
し
て
い
な
い
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

三
百
九
十
九
万
五
千

八
百
円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
全
て
の
核
燃
料

物
質
を
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
の
炉
心
か
ら
取
り
出
し
た
も
の
（
全
て
の
核
燃
料
物

質
を
工
場
又
は
事
業
所
か
ら
搬
出
し
た
も
の
を
除
く
。
）

原
子
炉
一
基
に
つ
き

百
九
十
八
万
五
千
九

百
円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
全
て
の
核
燃
料

物
質
を
工
場
又
は
事
業
所
か
ら
搬
出
し
た
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

四
十
万
五
千
六
百
円

（
二
）
発
電
用
原
子
炉
（
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
を
除
く
。
）
に
係
る
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

十
六
万
九
千
五
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十

四
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。
）

原
子
炉
一
基
に
つ
き

五
百
六
十
八
万
三
千

五
百
円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
全
て
の
核
燃
料

物
質
を
工
場
又
は
事
業
所
か
ら
搬
出
し
て
い
な
い
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

百
九
十
八
万
五
千
九

百
円

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
全
て
の
核
燃
料

物
質
を
工
場
又
は
事
業
所
か
ら
搬
出
し
た
も
の

原
子
炉
一
基
に
つ
き

四
十
万
五
千
六
百
円

五

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設

そ
の
年
度
に
お
い
て
使
用
済
燃
料
の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

一
万
六
千
七
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
使
用
済
燃
料
又
は
使
用
済
燃
料
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
取
扱
い
を

行
う
も
の
（
法
第
四
十
三
条
の
二
十
七
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。
）

六
十
二
万
四
百
円

法
第
四
十
三
条
の
二
十
七
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の

十
万
七
千
五
百
円

3



六

再
処
理
施
設

そ
の
年
度
に
お
い
て
使
用
済
燃
料
の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

十
六
万
九
千
五
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
使
用
済
燃
料
、
使
用
済
燃
料
か
ら
分
離
さ
れ
た
物
又
は
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
汚
染
さ
れ
た
物
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第
五
十
条
の
五
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も

の
を
除
く
。
）

五
百
六
十
八
万
三
千

五
百
円

法
第
五
十
条
の
五
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
法
第
五
十
条
の
四
の
三
第
一

項
に
規
定
す
る
廃
止
措
置
の
う
ち
使
用
済
燃
料
を
溶
解
し
た
液
体
か
ら
核
燃
料
物
質
そ
の
他

の
有
用
物
質
を
分
離
し
た
残
り
の
液
体
（
そ
の
放
射
能
が
三
・
七
テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
以
上
の
も

の
に
限
る
。
）
を
ガ
ラ
ス
に
よ
り
容
器
に
固
型
化
す
る
処
理
を
終
了
し
て
い
な
い
も
の

五
百
六
十
八
万
三
千

五
百
円

法
第
五
十
条
の
五
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
法
第
五
十
条
の
四
の
三
第
一

項
に
規
定
す
る
廃
止
措
置
の
う
ち
使
用
済
燃
料
を
溶
解
し
た
液
体
か
ら
核
燃
料
物
質
そ
の
他

の
有
用
物
質
を
分
離
し
た
残
り
の
液
体
（
そ
の
放
射
能
が
三
・
七
テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
以
上
の
も

の
に
限
る
。
）
を
ガ
ラ
ス
に
よ
り
容
器
に
固
型
化
す
る
処
理
を
終
了
し
た
も
の

六
十
二
万
四
百
円

七

廃
棄
物
埋
設
施

設

（
一
）
閉
鎖
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

一
万
六
千
七
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第
五
十
一
条
の
六
第
一
項

の
確
認
（
廃
棄
物
埋
設
地
の
埋
戻
し
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。
）

六
十
二
万
四
百
円

法
第
五
十
一
条
の
六
第
一
項
の
確
認
（
廃
棄
物
埋
設
地
の
埋
戻
し
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

を
受
け
た
も
の

十
万
七
千
五
百
円

（
二
）
閉
鎖
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
な
い
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

八
千
三
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第
五
十
一
条
の
六
第
一
項

の
確
認
（
廃
棄
物
埋
設
地
の
表
面
を
土
砂
等
で
覆
う
措
置
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け

た
も
の
を
除
く
。
）

三
十
二
万
二
千
二
百

円

法
第
五
十
一
条
の
六
第
一
項
の
確
認
（
廃
棄
物
埋
設
地
の
表
面
を
土
砂
等
で
覆
う
措
置
に
係

る
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
た
も
の

八
万
八
千
百
円

八

廃
棄
物
管
理
施
設

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

一
万
六
千
七
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第
五
十
一
条
の
二
十
五
第

二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。
）

六
十
二
万
四
百
円

法
第
五
十
一
条
の
二
十
五
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の

十
万
七
千
五
百
円

九

使
用
施
設
等

（
一
）
令
第
四
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
核
燃
料
物
質
及
び
防
護
対
象
特
定
核
燃
料
物
質
の
い
ず
れ

も
取
扱
い
を
行
う
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

八
千
四
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第
五
十
七
条
の
五
第
二
項

の
認
可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。
）

三
十
二
万
三
千
円

法
第
五
十
七
条
の
五
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の

八
万
八
千
二
百
円

（
二
）
令
第
四
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
（
一
）
に
該
当
す

る
も
の
を
除
く
。
）

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

五
千
六
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第
五
十
七
条
の
五
第
二
項

の
認
可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。
）

二
十
七
万
三
千
九
百

円

法
第
五
十
七
条
の
五
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の

八
万
五
千
四
百
円

（
三
）
防
護
対
象
特
定
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
（
一
）
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
を
開
始
し
な
い
も
の

二
千
八
百
円
（
第
三

条
第
一
項
た
だ
し
書

に
規
定
す
る
検
査
を

受
け
よ
う
と
す
る
場

合

に

は

、

こ

れ

に

（
四
）
に
規
定
す
る
額

を
加
算
し
た
額
）

そ
の
年
度
に
お
い
て
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
を
行
う
も
の
（
法
第
五
十
七
条
の
五
第
二
項

の
認
可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。
）

二
万
五
千
百
円
（
第

三
条
第
一
項
た
だ
し

書
に
規
定
す
る
検
査

4



を
受
け
よ
う
と
す
る

場
合
に
は
、
こ
れ
に

（
四
）
に
規
定
す
る
額

を
加
算
し
た
額
）

法
第
五
十
七
条
の
五
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の

二
千
八
百
円
（
第
三

条
第
一
項
た
だ
し
書

に
規
定
す
る
検
査
を

受
け
よ
う
と
す
る
場

合

に

は

、

こ

れ

に

（
四
）
に
規
定
す
る
額

を
加
算
し
た
額
）

（
四
）
（
一
）
か
ら
（
三
）
ま
で
に
該
当
し
な
い
も
の

八
千
四
百
円

十

核
原
料
物
質
の
使
用
に
係
る
施
設

八
千
四
百
円

別
記
様
式
第
１
（
第
６
条
関
係
）

5
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別
記
様
式
第
２
（
第
６
条
関
係
）
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